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基準電圧を内蔵したウィンドウ・コンパレータの回路

参参考考資資料料

Analog Engineer's Circuit: Amplifiers
JAJA594–December 2018

基基準準電電圧圧をを内内蔵蔵ししたたウウィィンンドドウウ・・ココンンパパレレーータタのの回回路路

設設計計目目標標

入入力力 出出力力 電電源源

VMON Min VMON Max VOUT Min VOUT Max VDD VREF

0V 6V 0V 3.3V 3.3V 400mV

下下側側ススレレッッシショョルルドド (VL) 上上側側ススレレッッシショョルルドド (VH) VH ににおおけけるる分分圧圧器器のの負負荷荷電電流流 (IMAX)
3.2V 4.1V 10μA

設設計計のの説説明明

この回路は TLV6710 を利用します。これには 2 つのコンパレータと 1 つの 400mV 高精度基準電圧が内蔵され

ています。監視対象の電圧 (VMON) は、R1、R2、R3 で分圧されます。R2 と R3 の両端の電圧が 400mV の内部基

準電圧 (VREF) と比較されます。入力信号 (VMON) がウィンドウ内であれば、出力は HIGH になります。ウィンドウ外

であれば LOW になります。

この例で使用される TLV6710 には 2 つのコンパレータが搭載され、共通の高精度内部基準電圧が 400mV ス

レッショルドに調整済みです。2 つの独立したコンパレータと 1 つの外部基準電圧を使用することもできます。

デデザザイインン・・ノノーートト

1. 想定される VMON 電圧の最大値が、コンパレータの入力電圧範囲を逸脱しないことを確認します。

2. 出力を互いに接続する (論理和を取る) 場合、オープン・コレクタまたはオープン・ドレイン出力のデバイスを使
用する必要があります。

3. また、抵抗の公差 (最小、最大) と、コンパレータのオフセット電圧 (正、負) を使用して、以下の計算を繰り返す
ことも推奨します。

4. TLV6710 の内部ヒステリシスは非対称なので、立ち上がりエッジ VL と 立ち下がりエッジ VH は多少シフトしま
す。ヒステリシスなしのコンパレータであれば、計算されたスレッショルドを満たします。

http://www-s.ti.com/sc/techlit/SNVA832.pdf
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基準電圧を内蔵したウィンドウ・コンパレータの回路

設設計計手手順順

VH と VL のセグメントについて、分圧抵抗を別々に計算し、目的のスレッショルド電圧で、適切なコンパレータ入力

に 400mV を生成するようにします。

1. 分圧器の合計抵抗 RTOTAL は、上側スレッショルド電圧と分圧器の電流から計算されます。

2. 上側スレッショルド電圧は、INB ピンにつながる「下側」の分圧抵抗 R3 で設定されます。R3 の値は、基準電圧と
分圧器の電流から計算されます。

3. 「中間」の抵抗 R2 は、R2 と R1 を 1 つの抵抗と見なし、VREF が VL のときの合計抵抗値を計算してから、既知
の R3 を減算して求めます。

4. R1 は、合計抵抗値から R2 と R3 の和を減算して求めます。

これらは理想的な抵抗値として計算されているため、最も近い 0.1% の標準抵抗値を使用します。抵抗値の違

いによる変化と、その結果によるトリップ・ポイント電圧の変化を、下の表に要約します。

最最もも近近いい 0.1% 抵抵抗抗値値

抵抵抗抗 理理想想的的なな計計算算値値 最最もも近近いい 0.1% (E192) のの標標準準抵抵抗抗値値

R1 358.750kΩ 361kΩ
R2 11.25kΩ 11.3kΩ
R3 40kΩ 40.2kΩ

分圧ストリング抵抗の実際の値を使用して、新しいスレッショルド電圧を計算する必要があります。これらのスレッショ

ルドは、分圧比に基準電圧を乗算して求められます。

理理想想的的なな抵抵抗抗値値とと標標準準抵抵抗抗値値ででののススレレッッシショョルルドド

ススレレッッシショョルルドド 理理想想抵抵抗抗をを使使用用 標標準準抵抵抗抗をを使使用用 変変化化率率 (%)
VH 4.1V 4.1045V +0.109%
VL 3.2V 3.2039V +0.121%

最大 6V の VMON 電圧が TLV6710 の最大入力電圧定格である 1.7V を超えないようにするため、上記の手順 4
に示される VMON_MAX と VL の分割比を使用して、TLV6710 の最大入力電圧を計算します。

値 749mV は 1.7V よりも小さいため、入力電圧は入力の最大値を十分に下回っています。独立のコンパレータを

使用する場合、入力電圧が、使用するデバイスで規定されている入力同相範囲 (VICR) 内であることを確認してくだ

さい。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SNVA832.pdf
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設設計計シシミミュュレレーーシショョンン

過過渡渡シシミミュュレレーーシショョンン結結果果

注：TLV6710 の内部ヒステリシスが非対称なため、立ち上がりエッジ VL と立ち下がりエッジ VH のスレッショルドは多少シフトしま

す。ヒステリシスなしのコンパレータであれば、計算されたスレッショルドを満たします。

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SNVA832.pdf
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基準電圧を内蔵したウィンドウ・コンパレータの回路

設設計計のの参参照照資資料料

入力電圧範囲、出力の種類、伝播遅延など、コンパレータに関する多くのトピックの詳細については、「TI プレシ

ジョン・ラボ - コンパレータ・アプリケーション」を参照してください。

TIの総合的な回路ライブラリについては、「アナログ・エンジニア向け回路クックブック」を参照してください。

TINA-TI™ TLV6710 リファレンス・デザイン回路のシミュレーション・ファイル、文書番号 SNVMB09 (英語) を参照

してください。

設設計計でで使使用用さされれてていいるるココンンパパレレーータタ

TLV6710
Vss 2V～36V

VinCM 0V～1.7V
Vout 0V～25V
Vref 400mV ±0.25%

Iq 11µA
Ib 1nA

伝伝搬搬遅遅延延 10µs
チチャャネネルル数数 2

www.ti.com/product/tlv6710

設設計計のの代代替替ココンンパパレレーータタ

TLV6700
Vss 1.8V～18V

VinCM 0V～6.5V
Vout 0V～18V
Vref 400mV ±0.5%

Iq 5.5µA
Ib 1nA

伝伝搬搬遅遅延延 29µs
チチャャネネルル数数 2

www.ti.com/product/tlv6700

設設計計のの代代替替ココンンパパレレーータタ

TLV1702
Vss 2.7～36V

VinCM レール・ツー・レール

Vout 36V までのオープン・ドレイン

Vos ±3.5mV
Iq 75µA
Ib 15nA

伝伝搬搬遅遅延延 0.4µs
チチャャネネルル数数 2

www.ti.com/product/tlv1702

http://www.tij.co.jp
http://www-s.ti.com/sc/techlit/SNVA832.pdf
https://training.ti.com/ti-precision-labs-op-amps
https://training.ti.com/ti-precision-labs-op-amps
http://www.ti.com/analog-circuit/circuit-cookbook.html
http://www.ti.com/lit/pdf/SNVMBO9
http://www.ti.com/product/tlv6710
http://www.ti.com/product/tlv6700
http://www.ti.com/product/tlv1702
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